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第 1 章 総 論 

Ⅰ 計画の策定にあたって 

１ 教育を取り巻く動向 

（１）世界の動向 

２０１５年９月の国連サミットで持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）が採択されま

した。（※１） 

教育分野では、子ども一人ひとりが自らの課題として、地域や地球規模の諸課題

について考え、持続可能な社会づくりにつなげていく力を育むことが求められて

います。  

また、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）では、子どもたちが２０３０年以降も活躍

するために必要な資質・能力について検討を行い、令和元（２０１９）年５月に

“Learning Compass 2030”を発表し、この中で子どもたちがウェルビーイング

（Well-being）を実現していくために、自ら主体的に目標を設定し、振り返りなが

ら、責任ある行動がとれる力を身に付けることの重要性が指摘されています。 

中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの 

可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」参照 

 

 ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ） 

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）の生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）が、義務

教育終了段階の１５歳児を対象に、２０００年から３年ごとに、読解力、数学

的リテラシー、科学的リテラシーの３分野で実施されています。（※２） 

この調査は、生徒が持っている知識や技能を、実生活の様々な場面で直面す

る課題にどの程度活用できるかを測ることを目的としたものです。 

この中で、日本は、数学的リテラシー及び科学的リテラシーは引き続き世界

トップレベルを維持しています。一方で、読解力は、ＯＥＣＤ 平均より高得点

のグループに位置していますが、前回より平均得点・順位は低下しています。 

        国立教育政策研究所発行「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）」参照 

 

※１ 「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」とは、２０１５年の国連サミットで採択された２０３０

年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標である。１７のゴールと１６９のターゲッ

トから構成される。 

※２ ２０１８年度は、７９か国・地域（ＯＥＣＤ加盟３７か国、非加盟４２か国・地域）約６０万

人の生徒を対象に調査が実施された。 
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（２）国の動向 

平成２９年に幼稚園教育要領、小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領が 

告示され、平成３０年度から順次、全面実施となりました。 

平成３０年６月には、第３期教育振興基本計画を策定し、人生１００年時代や 
Society5.0（超スマート社会）（※３）の到来を見据えて、「夢と志を持ち、可能性 
に挑戦するために必要となる力を育成する」などの５つの今後の教育政策に関す 
る基本的な方針を設定しています。 
令和３年１月には、中央教育審議会より、「『令和の日本型学校教育』の構築を 

目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学 
びの実現～（答申）」が示されました。 
※３ Society 5.0 は、サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させたシステムによ

り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（ Society ）のこと。また、

人工知能（ AI ） 、ビッグデータ、Internet of Things（ IoT ）、ロボティクス等の先端技術

が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられ、社会の在り方そのものが「非連続的」

と言えるほど劇的に変わることを示唆する。 

 
 （３）都の動向 

東京都では、平成３１年３月に「東京都教育ビジョン（第４次）」を策定し、令 
和元年度から令和５年度までの５年間で、東京都教育委員会が取り組むべき基本

的な方針と、その達成に向けた施策展開の方向性を示しています。 
変化の激しい現代社会では、このビジョンを都内公立学校の教職員をはじめとす 

る全ての教育関係者の“羅針盤”として、これから目指すべき方向性を共有して 
いくことが不可欠と明記しています。 
本ビジョンでは、「知」「徳」「体」の調和を図るための１２の「基本的な方針」 

に基づき、３０の「今後５か年の施策展開の方向性」を設定しています。          

東京都「東京都教育ビジョン（第４次）」参照 

 

２ 教育を取り巻く墨田区の状況 

  時代が平成から令和に変わり、基本計画にある「すみだ“夢”実現プロジェクト」を

着実に推進するとともに、令和４年度に改定した「墨田区基本計画」及び「墨田区教育

施策大綱」に基づき、取組を進めています。 
  また、墨田区教育委員会では、第三者評価委員会を設置し、毎年度、「点検・評価」

を実施し、すみだ教育指針に基づく教育施策の着実な推進を図っています。 
  新型コロナウイルス感染拡大の影響によって、教育活動全般に関する様々な判断や対

応に迫られる一方で、国のＧＩＧＡスクール構想に基づく学校のＩＣＴ環境の整備が一

気に進みました。教育現場も、「新しい生活様式」を踏まえた新たなステージへと移行

する時期を迎えています。 
墨田区教育委員会では、「学びの保障」、「子どもたちの心のケア」を最重要課題とし

て捉え、継続して「知・徳・体」の充実を図る教育の実現を目指していきます。 
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Ⅱ 墨田区の目指すこれからの教育（教育の方向性） 

「墨田区基本構想」「墨田区基本計画」の理念に基づき、「墨田区教育施策大綱」で定 

める「子どもの将来像」の実現に向けて、「教育目標」に掲げる３つの力（挑戦する力、

つながる力、役立つ力）をもつ子どもたちの育成のため、学校、地域、家庭、教育委員

会が連携し、目標・推進計画等を定めて教育施策に取り組んでいきます。 

 

１ 墨田区教育施策大綱に定める「本区が目指す子どもの将来像」 

墨田区総合教育会議では、区長と墨田区教育委員会が協議し、令和４年３月に区長 
が「墨田区教育施策大綱」を策定しました。本大綱では、「本区が目指す子どもの将 
来像」を次のとおり定めています。 

墨田区教育施策大綱 

 
・ 学校教育の分野に重点を置いた教育施策の基本方針 

・ 対象期間は、令和４年度から令和７年度までの４か年 

 

 

⑴ 将来、社会で活躍し、地域に貢献できる自立した人 

 ・ 感性豊かでいろいろなことに興味・関心をもって学び、実践できる人 

 ・ 自己肯定感を育みながら、まわりの人の立場や気持ちを思いやることができる人 

 ・ スポーツや遊びを通じて、健やかな体を育むことができる人 

⑵ 郷土に誇りをもち、異文化とも敬意をもって積極的に交流できる国際感覚のある人 

 
 

 

※４ 「非認知的能力」とは、テストなどで数値化することが難しい内面的なスキルを指し、目標を達成しようとする

意欲や探究心、粘り強さ、自制心、協同性や社交性などのこと。 

⑴ 区立学校にかかる課題と施策の方向 
 ①  学力の向上（非認知的能力※４の向上） 
 ②  グローバル化に対応した教育の推進 
 ③  特別支援教育の充実 
 ④  地域社会における体験学習を通じた 

教育の推進 
 ⑤  いじめの防止 
 ⑥  学校不適応の解消 
 ⑦  体力の向上 

⑵  家庭・地域にかかる課題と施策の方向 

 ① 家庭・地域の教育力の向上 

 ② 学校と地域との協働 

 ③ 郷土の文化・歴史に関する教育の推進 
 
⑶  教育の今日的課題 

 ① ＳＤＧｓの取組 

 ② 教育ＤＸの推進（学校ＩＣＴ化） 

 ③ ＳＴＥＡＭ教育の推進 

 ④ 教育施設の整備 

 ⑤ 子どもの貧困対策の実施 

 ⑥ 「新・放課後子ども総合プラン」の推進 

 ⑦ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック 

競技大会後のレガシーの継承 

大綱の位置づけ 

本区が目指す子どもの将来像 

課題と施策の方向 
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２ 墨田区教育委員会 教育目標 

平成２０年２月に、墨田区教育委員会が教育目標を決定しました。 
このことにより、墨田教育委員会として、「どのような教育を重視し、教育行政を推

進していくか」を明らかにしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墨田区教育委員会 教育目標 

 

教育は、人権尊重の精神を基調として、豊かな知力、体力、行動力及び感性

をそなえた区民の育成を目指さなければならない。また、誰もが生涯を通じて

学び、支え合うことができる社会の実現を求めていかなければならない。 

墨田区教育委員会は、このような考え方に立って、活力とゆとりある、人と

地域と環境にやさしい墨田のまちづくりに寄与することを期し、以下の「教育

目標」に基づき、積極的に教育行政を推進していく。 

 

墨田区教育委員会では、幼児・児童・生徒（以下、子どもという）が知性、体力、行動力

及び感性をはぐくみ、人間性豊かに成長することを願い、 

○ 広い視野をもち、自ら学び、考え、挑戦する力をもって行動する人 

○ 人と人とのつながりを大切にし、互いに相手のよさを認め、支え合う人 

○ ルールを守り、仲間や地域の役に立つために能力を発揮する人 

の育成に向けた教育を重視する。 

また、学校・園、家庭、地域がそれぞれ役割を担い、豊かな環境の中で、子どもたちが生

涯にわたって主体的に文化やスポーツに親しむことができる人間として成長するように関

係諸機関等との一層の連携を図る。 

さらには、教育は、学校・園、家庭、地域それぞれが責任を果たし、連携して初めて成り

立つとの認識に立って、すべての区民が教育に参加することを目指していく。 

 

 

平成２０年２月４日  墨田区教育委員会決定 
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（１） 「教育目標」における育てたい３つの力「挑戦する力」「つながる力」「役立つ力」 

 
 

生涯にわたって、自分の夢を実現するために挑戦し続けるためには、自律性や主体性、

望ましい生活習慣や健康な体、学習から得た知識・技能が必要です。また、学習や仕事、

趣味などを通じて自分の能力や価値を認識し、それらを高めていこうとする意識をもつ

ことが重要です。 
そのためには、これらの基礎的・基本的な能力の確実な定着を図るとともに、様々な

事柄に積極的に関わっていく姿勢や、目標に向かって自らの力を高めようとする姿勢な

どの挑戦する意欲の育成が大切です。 
子どもたちに対する教育においては、学校（園）や家庭・地域での学習活動を通じて、

変化の激しいこれからの社会を生きるために確かな学力、豊かな心、健やかな体をバラ

ンスよく育てていくとともに、子どもたち一人ひとりの個性の伸長に取り組んでいきま

す。 

 
 
社会は、様々な人とのつながりにより成立しています。望ましい社会参加のためには、

人権尊重の精神に基づき、自他の違いを互いに認識し尊重し合いながら、積極的に人と

関わり、よりよい関係を築こうとすることが重要です。 
また、地域の中で生きていくには、人間的な結び付きを大切にして、地域を構成する

様々な人と関わりをもち、互いに協力し、「感謝」や「思いやり」の気持ちを育むことが

必要です。 
子どもたちに対する教育においては、学校（園）や家庭・地域での様々な体験や交流

を通して、広い視野と、新しい変化を理解、受容できる態度を育成するとともに、様々

な人々と豊かな交流をもつことができるコミュニケーション能力を身に付けさせてい

きます。 

 
 

社会において役立つためには、自らが社会の一員であることを自覚し、社会規範を尊 
重するとともに、主体的に思考・判断する力等が求められます。 
また、自らの能力を高め、その能力を活用しようとする意識を持ち続けるとともに、

その能力を発揮する場や機会を得ることも重要となります。 
子どもたちに対する教育においては、子どもたちがボランティア精神や人を思いやる

心を育むことができるような取組を推進し、学校（園）や家庭・地域での様々な学習を

通じて、社会の仕組みやルールに対する理解を深めるとともに、様々な状況等を理解し、

自ら考えてより良く行動できる力や、伝統を継承し、新しい文化を創造できる力を身に

付けさせていきます。 

 

つながる力・・「よりよい人間関係を築く力」 

役立つ力・・「社会の一員として主体的に行動できる力」 

挑戦する力・・「夢実現のために自分らしく生きる力」 
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（２）３つの力と「生きる力（知・徳・体）」のかかわり 
現行の学習指導要領では、子どもたちの「『生きる力』＝知・徳・体のバランス 

のとれた力」を育むことを目指しています。変化の激しいこれからの社会を生きる 
ためには、「確かな学力（知）」「豊かな人間性（徳）」「健康・体力（体）」をバラン 
スよく育てることが大切です。  
これらの「生きる力」と前述の３つの力との関係性のイメージは次のとおりです。 

そのために、学校（園）は、家庭・地域と連携した様々な取組を行っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊かな社会生活を送っていくための「生きる力」を 

身に付けて、健やかに成長するすみだの子ども 

 

生きる力 確かな学力（知） 豊かな人間性（徳） 健康・体力（体） 

 

つながる力 

よりよい人間関係を 

築く力 

 

役立つ力 
社会の一員として 

主体的に行動できる力 

 

 

挑戦する力 

夢実現のために 

自分らしく生きる力 
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Ⅲ すみだ教育指針（墨田区教育振興基本計画）の位置付け・計画期間 

「すみだ教育指針」は、教育基本法第１７条第２項に基づく「教育振興基本計画（地 
方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画）」です。 

「墨田区基本構想」のもと、「墨田区基本計画」、「墨田区教育施策大綱」及び「墨田 
区教育委員会 教育目標」に基づいて、主に学校教育分野における目標・推進計画等 
を定めます。 

  新しい「すみだ教育指針」の計画期間は、令和５年度から令和８年度までです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

墨田区基本構想 （平成１８年度～令和７年度） 

目標４ 安心して暮らせる「すみだ」をつくる 

すみだ教育指針（墨田区教育振興基本計画） 

（令和５年度～令和８年度） 

 

墨田区基本計画 

（平成２８年度～令和７年度） 

 
政策４７０ 

子どもたちに知・徳・体のバラ

ンスのとれた教育を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区教育施策大綱 

（令和４年度～令和７年度） 

 
≪目指す子どもの将来像≫ 

１ 将来、社会で活躍し、地域

に貢献できる自立した人 

２ 郷土に誇りをもち、異文

化とも敬意をもって積極的

に交流できる国際感覚のあ

る人 

 
 

墨
田
区
教
育
委
員
会 
教
育
目
標 

（
平
成
20
年
決
定
） 

 
 

 
 

 
 

育
て
た
い
３
つ
の
力
「
挑
戦
す
る
力
」
「
つ
な
が
る
力
」
「
役
立
つ
力
」 
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第２章 すみだ教育指針(墨田区教育振興基本計画)の５つの目標 
 
Ⅰ 目標及び取組の方向 
 

    

取組の方向  

「墨田区学力向上新３か年計画」を策定し、基礎的・基本的な知識及び技能の定着や発展的学

習の展開などに取り組み、着実に学力の向上が図れるよう進めていきます。 

また、墨田区学習状況調査を毎年実施し、結果の分析から児童・生徒の状況を的確に把握し、

「わかる」「できる」「定着する」取組を進めていきます。 

さらに、記述式問題の取組や読解力向上に資する学習に積極的に取り組むことで、更なる向上

を目指していきます。  

非認知的能力の向上に取り組むほか、探究型学習のＰＤＣＡサイクルについての標準パターン

を確立し、主体的・対話的で深い学びの視点から授業改善を推進します。 

幼保小中の連携を通じて英語活動、英語教育の円滑な連携を図るほか、ネイティブティーチャ

ーによる教育活動の拡充や、区立中学生のホームステイの体験など、英語圏の外国都市との交流

を行い、グローバル化に対応した人材を育成します。 

そして、これまでの取組の成果を生かし、校長のリーダーシップに基づく更なる学力向上マネ

ジメントを進め、児童・生徒の夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上を図ります。 

また、児童・生徒が目標に向かって主体的に学習できるよう、学習意欲の向上に取り組みます。     

 

 

取組の方向  

 心の教育を大切にし、児童・生徒が自分自身の存在意義を感じ、主体的に物事や学習に向き合

い自己有用感及び自己肯定感の醸成を図るほか、オリンピック憲章の理念に基づき、障害や国籍、

性別等に関わらず、誰もが自分の良さを発揮し、豊かに暮らせる共生社会を実現できるよう、人

権教育、道徳教育及びいじめ防止対策の推進を図ります。 

 また、様々な情報が氾濫している中で、情報の取集、評価、活用が適切にできるよう情報モラ

ル教育の充実を推進するほか、ＳＤＧｓと教科の学習内容を関連させた教員の指導力を向上させ、

豊かな人間性を備えた持続可能な社会の担い手の育成を図ります。 

 さらに、図書館と連携し、学校図書館の充実、読書活動の推進及び調べる学習コンクールの充

実を図ります。 

 

 

 

目標１ 夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上 

目標２ 豊かな人間性の育成 
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、 

 

取組の方向  

児童・生徒の体力向上を図るため、毎年の体力調査の結果分析による効果的な取組を進めるほ

か、食育を推進し、食文化等の理解促進や食事面から児童・生徒の健康保持・体力向上及び健全

育成など健康の増進を図ります。 

また、国の動向を注視しつつ部活動改革を進め、地域や関係団体などと連携・協働し、生徒の

体力や運動能力の向上を図ります。 

そして、生命の尊さを基盤とし、感染症などの流行や身体の成長に伴う不安感などに適切に対

応し、児童・生徒が健康で安心して健やかに過ごせるよう、がん教育の推進や健康診断の実施な

どヘルスリテラシーの涵養に取り組みます。 

 

 

取組の方向  

 ＩＣＴを活用し、子どもたちが自ら興味・関心を高め楽しく学ぶための環境づくりに取り組む

ほか、教育ＤＸの推進を図り、教員の働き方改革や校務改善に努めます。 

また、不登校対策の充実、特別支援教育の充実、帰国・外国人児童・生徒への対応など、誰一

人取り残さないきめ細かな対応を図れるよう教育環境の改善に努め、機能強化を図ります。 

さらに、令和６年度中に、相談・不登校支援の機能を充実させた墨田区教育センターの整備を

進めていくほか、民間や他機関との連携も図りながら、総合的かつ計画的に教育活動の充実や安

全・安心な学校施設の整備などの取組を進めていきます。 

 

 

取組の方向  

 人材や団体、大学など地域資源を活用した教育を推進するほか、福祉部門等との連携を強化し、

個々の家庭の状況や児童・生徒の状況により、必要な支援に速やかにつながるよう、関係機関と

協力し、援助や配慮を必要とする家庭への支援のための連携を図っていきます。 

また、保育園、幼稚園、認定こども園、公立小・中学校が連携し、幼保小中一貫教育の推進を

進めるほか、「地域とともにある学校」の運営を強化していきます。 

さらに、家庭の教育力向上に資する取組を進めるほか、児童・生徒が郷土への愛着や誇りを感

じながら心豊かに成長できるよう、すみだ郷土文化資料館やすみだ北斎美術館を活用した教育を

推進し、郷土文化を守り育てる教育の充実を進めていきます。 

 

目標３ 体力の向上と健康の増進 

目標４ 教育環境の整備と機能強化 

目標５ 学校（園）・家庭・地域の相互連携と協働 
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第３章 推進計画 

Ⅰ 体系図 

目標・取組の方向 頁 

目標１ 夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上 15 
 取組の方向１ 基礎・基本の定着             指導室・すみだ教育研究所 15 

取組の方向２  発展的学習の展開             指導室・すみだ教育研究所 15 

取組の方向３ 非認知的能力の向上【新規】                 指導室 16 

取組の方向４ ＳＴＥＡＭ教育の推進【新規】                       指導室 16 

取組の方向５ 教員の指導改善と資質・能力の向上              指導室 16 

取組の方向６ 国際理解教育と英語力向上を図る取組の推進 指導室・すみだ教育研究所 17 

取組の方向７ 更なる学力向上マネジメントの推進【新規】     すみだ教育研究所 17 

取組の方向８ 学習意欲の向上              指導室・すみだ教育研究所 18 

目標２ 豊かな人間性の育成 19 
 取組の方向１ 自己有用感及び自己肯定感の醸成【新規】           指導室 19 

取組の方向２ 人権教育及び道徳教育の推進 指導室 19 

取組の方向３ いじめ防止対策の強化 指導室 19 

取組の方向４ 情報モラル教育の充実【新規】                指導室 20 

取組の方向５ ＳＤＧｓの取組の推進【新規】                指導室 20 

取組の方向６ 図書館と連携した教育活動の充実       指導室・ひきふね図書館 20 

目標３ 体力の向上と健康の増進 21 
 取組の方向１ 体力向上への取組                       指導室 21 

取組の方向２ 食育の推進                     学務課・指導室 21 

取組の方向３ 部活動における外部人材の活用及び地域移行【新規】      指導室               21 

取組の方向４ ヘルスリテラシーの涵養【新規】           学務課・指導室 22 

目標４ 教育環境の整備と機能強化 23 
 取組の方向１ 教育ＤＸの推進【新規】      庶務課・指導室・すみだ教育研究所 23 

取組の方向２ 不登校対策の充実 指導室 23 

取組の方向３ 特別支援教育の充実                 学務課・指導室 24 

取組の方向４ 帰国・外国人児童・生徒への対応               指導室 25 

取組の方向５ 教育に関する相談・支援          指導室・すみだ教育研究所 25 

取組の方向６ 墨田区教育センターの整備  庶務課・学務課・指導室・すみだ教育研究所 26 

取組の方向７ 民間等と連携した教育活動の充実 すみだ教育研究所 26 

取組の方向８ 安全・安心な学校施設の整備                 庶務課 27 

目標５ 学校（園）・家庭・地域の相互連携と協働 28 
 取組の方向１ 地域資源を活用した教育の推進       指導室・すみだ教育研究所・地域教育支援課 28 

取組の方向２ 援助や配慮を必要とする家庭への支援に関する連携【新規】 学務課・指導室・すみだ教育研究所 29 

取組の方向３ 家庭の教育力向上への取組の推進 地域教育支援課 29 

取組の方向４ 幼保小中一貫教育の推進          指導室・すみだ教育研究所 29 

取組の方向５ 「地域とともにある学校」の運営               指導室 30 

取組の方向６ 郷土文化を守り育てる教育の充実     指導室・地域教育支援課・ひきふね図書館 30 



12 
 

Ⅱ 指標一覧 

指標は原則として令和８年度の達成目標です。 

 

 

 

 取組の方向 指標   

取組の方向１ 基礎・基本の定着 
 

墨田区学習状況調査で各教科の調査結果が「Ｄ・Ｅ層
（学力低位層）」の小学校６年生及び中学校３年生の割
合    
【小学校６年生】国語２５％、社会３０％、算数２５％、 

理科３０％、英語３０％   

【中学校３年生】国語２５％、社会３５％、数学３０％、 

理科３５％、英語３０％ 

取組の方向２ 発展的学習の展開 
 

墨田区学習状況調査で各教科の調査結果が「Ａ・Ｂ層
（学力上位層）」の小学校６年生及び中学校３年生の割
合  
【小学校６年生】国語５５％、社会６０％、算数６０％、 

理科６０％、英語７５％  

【中学校３年生】国語５５％、社会４０％、数学５０％、

理科４０％、英語５０％  

取組の方向３ 非認知的能力の向上 

 

子どもたちの非認知的能力を高める教員の指導の在り
方についての研修の開催 

取組の方向４ ＳＴＥＡＭ教育の推進 
（※５（Ｐ１４参照）） 

プログラミング教育に関する研修の開催 

取組の方向５ 教員の指導改善と資質・能力
の向上 

研修後のアンケートによる肯定的な回答の割合：９０％ 

取組の方向６ 国際理解教育と英語力向上
を図る取組の推進 

英語教育に関する意識調査で「児童・生徒はＮＴ（※６ 

（Ｐ１４））の授業を楽しみにしている」と回答した教員
の割合 
区立小学校９６％、区立中学校９０％  

取組の方向７ 更なる学力向上マネジメン
トの推進 

学力向上マネジメント推進校の指定校数：２０校 

取組の方向８ 学習意欲の向上 墨田区学習状況調査において、「学校で学んだことは将
来役立つと思う」と回答した児童・生徒の割合 
小学校６年生９５％、中学校３年生９０％  

 取組の方向 指標 

取組の方向１ 自己有用感及び自己肯定感
の醸成 

墨田区学習状況調査において「自分のことを必要として
くれる人がいる」と回答した中学校３年生の割合 ：８
０％ 

取組の方向２ 人権教育及び道徳教育の推
進 

人権教育推進連絡協議会参加者のアンケートで「各学校
等における人権教育推進上の課題や解決の方策等につ
いて考える上で、役立つ内容であった」と回答した割合：
９２％ 

取組の方向３ いじめ防止対策の強化 区立小学校・区立中学校のいじめ認知件数に対し、解消
した割合：７０％ 

目標１ 夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上 

 

目標２ 豊かな人間性の育成 
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取組の方向４ 情報モラル教育の充実 「情報モラル指導モデルカリキュラム」を活用した指導
を年３回実施した校数：区立小学校２５校、区立中学校
１０校 

取組の方向５ ＳＤＧｓの取組の推進 
 

ＳＤＧｓと教科の学習内容を関連させた指導力向上の
ための研修の開催 

取組の方向６ 図書館と連携した教育活動
の充実 

調べる学習コンクール作品数：６,０００点 

 取組の方向                         指標 

取組の方向１ 体力向上への取組 新体力テストの合計点 
【小学校５年生】男子５５.７点 女子５８.６点  

【中学校２年生】男子４２.８点 女子４８.７点  
取組の方向２ 食育の推進 食育推進交付金事業（小・中）実施校数 

区立小学校２５校、区立中学校１０校 
取組の方向３ 部活動における外部人材の

活用及び地域移行 
部活動指導員の活用による教員の休日部活動への従事
時間：週当たり０時間 

取組の方向４ ヘルスリテラシーの涵養（※

７（Ｐ１４参照）） 
がん経験者、医師等、外部講師の活用による授業の実施：
区立小学校２５校、区立中学校１０校 

 取組の方向 指標 

取組の方向１ 教育ＤＸの推進（※８（Ｐ１４参

照）） 
「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文
部科学省）」で「児童・生徒のＩＣＴ活用を指導する能
力」について「できる」「ややできる」と回答した教員
の割合：８５％ 

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文
部科学省）」で「教材研究・指導の準備・評価・校務な
どにＩＣＴを活用する能力」について「できる」「やや
できる」と回答した教員の割合：９２％   

取組の方向２ 不登校対策の充実 不登校児童・生徒のうち継続的に登校できるようになっ
た児童・生徒の割合：区立小学校４０％、区立中学校３
５％ 

取組の方向３ 特別支援教育の充実 特別支援教育研修会で「今後の指導に役立つ内容であっ
た」と回答した参加教員の割合：９８％ 

取組の方向４ 帰国・外国人児童・生徒への
対応 

外国人児童・生徒指導研修会で「今後に役立つ内容であ
った」と回答した参加教員の割合：８５％ 

取組の方向５ 教育に関する相談・支援 教育相談の終結割合：５３％ 

取組の方向６ 墨田区教育センターの整備 墨田区教育センターの整備：令和６年度中に開設 

取組の方向７ 民間等と連携した教育活動
の充実 

全国学力・学習状況調査において「家で自分で計画を立
てて勉強をしている（学校の授業の予習や復習を含
む）」と回答した小学校６年生及び中学校３年生の割合 
小学校６年生６５％、中学校３年生６０％ 

取組の方向８ 安全・安心な学校施設の整備 計画に基づく学校施設の改築（増築）：二葉小学校体育
館棟の竣工 

目標３ 体力の向上と健康の増進 

目標４ 教育環境の整備と機能強化 
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※５ 「ＳＴＥＡＭ 教育」とは、Science（サイエンス）、Technology（テクノロジー）、Engineering（工ンジニアリン

グ）、Art（アート）、Mathematics（マスマティクス）といった、様々な分野において、教科等横断的な探究型の学

習活動を通して問題解決する力を育てる教育のこと。 

※６ 「ＮＴ」とは、Native Teacher（ネイティブ ティーチャー）の略で、英語を母語とする英語講師のこと。 

※７ 「ヘルスリテラシー」とは、法令上の定義はないが、一般に、健康や医療に関する正しい情報を入手し、理解し

て活用する能力のこと。 

※８ 「教育ＤＸ」とは、デジタル技術を活用して何をどのように教えるのか、という観点から教育におけるＤＸ（デ

ジタルトランスフォーメーション）を推進し、教え方、学び方、働き方を改革していくなどのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組の方向                           指標 

取組の方向１ 地域資源を活用した教育の
推進 

区立小・中学校における出前授業の実施回数：３５０回 

取組の方向２ 援助や配慮を必要とする家
庭への支援に関する連携 

不登校児童・生徒のうち、学校内外の指導・相談を全く
受けていない児童・生徒の割合 
区立小学校１０％、区立中学校２０％ 

取組の方向３ 家庭の教育力向上への取組
の推進 

家庭教育に関する講座等の参加者数：１,４００人 

取組の方向４ 幼保小中一貫教育の推進 ブロック内で協議会や交流を開催した回数：４回 
取組の方向５ 「地域とともにある学校」の

運営 
学校運営連絡協議会委員における「学校関係者評価」に
おけるＡ評価の割合：６０％ 

取組の方向６ 郷土文化を守り育てる教育
の充実 

すみだ郷土文化資料館と学校連携事業を実施している
学校数：区立小学校２５校 

目標５ 学校（園）・家庭・地域の相互連携と協働 
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Ⅲ 主な取組 

 

 
取組の方向１ 基礎・基本の定着  

指標（令和８年度達成目標） 

墨田区学習状況調査で各教科の調査結果が「Ｄ・Ｅ層（学力低位層）」の小学校６年生及び

中学校３年生の割合 

現状値（令和４年度） 目標値 

小学校６年生 国語２９.４％、社会３０.０％、算数２７.７％、 

理科２８.１％、英語１４.６％  

中学校３年生 国語２７.７％、社会４５.４％、数学４２.３％、 

理科４８.０％、英語３７.６％ 

小学校６年生 国語２５.０％、社会３０.０％、算数２５.０％、 

理科３０.０％、英語３０.０％ （※） 

中学校３年生 国語２５.０％、社会３５.０％、数学３０,０％、 

理科３５.０％、英語３０.０％  

※ 「墨田区学力向上新３か年計画」で掲げている数値を目標値として記載しています。 

  単年度で、すでに目標を上回っている教科については、さらに現状値以下に下げていくことを目指しています。 

【取組】 

【１－１】 学力向上「新すみだプラン」の推進 （指導室・すみだ教育研究所）          

平成２９年に告示された学習指導要領に基づき、「墨田区学力向上新３か年計画」を策定し、

新しい学びを支えるための基礎的・基本的な知識・技能の定着を図ります。 

また、小学校２年生から中学校３年生までを対象に墨田区学習状況調査を毎年実施し、結果

の分析から児童・生徒の状況を的確に把握し、「わかる」「できる」「定着する」取組を進め学力

向上を図ります。 

 

【１－２】 授業改善プランの推進 （指導室・すみだ教育研究所）                 

  各学校は、墨田区学習状況調査結果等から明らかになった自校の課題を把握し、課題を解決 

するための授業改善プランを作成します。また、教育委員会は学校の取組を共有し、必要に応 

じ学校に対して指導・助言を行います。 

学校では、授業改善プランに基づいた組織的な取組を進め、さらに検証・改善を行います。

このような授業改善のサイクルを確実に実行することで、児童・生徒の確かな学力向上を目指

します。 

 

取組の方向２ 発展的学習の展開  

指標（令和８年度達成目標） 

墨田区学習状況調査で各教科の調査結果が「Ａ・Ｂ層（学力上位層）」の小学校６年生及び

中学校３年生の割合 

現状値（令和４年度） 目標値 

小学校６年生 国語５１.３％、社会５６.２％、算数５９.６％、 

理科５６.０％、英語７０.６％  

中学校３年生 国語５４.８％、社会３５.５％、数学４７.８％、 

理科３８.３％、英語４７.７％ 

小学校６年生 国語５５.０％、社会６０.０％、算数６０.０％、 

理科６０.０％、英語７５.０％ 

中学校３年生 国語５５.０％、社会４０.０％、数学５０,０％、 

理科４０.０％、英語５０.０％ 

【取組】 

【２－１】 習熟度別指導 （指導室）  

東京都が策定した「習熟度別指導ガイドライン」等に基づき、小学校では３年生以上の算数

で、中学校では全学年の数学、英語で、習熟度別指導（英語は一部、少人数指導）を実施しま

す。習熟の程度に応じて授業を展開することで、児童・生徒の状況に応じた指導が可能になる

目標１ 夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上 

 



16 
 

ほか、児童・生徒の学習のつまずきに個別に対応できます。また、学力上位層の集団では、発

展的な学習をすることが可能になり、更なる学力の向上が期待できます。 

 

【２－２】 児童・生徒のリテラシー育成に関する連携 （すみだ教育研究所） 

 千葉大学教育学部と連携し、全国学力・学習状況調査における活用力の分析、分析に基づく

ＰＩＳＡ型評価問題の作成及び授業検証を行い、ＰＩＳＡ調査結果の向上に資する発達の段階

に応じた読解リテラシー、数学的リテラシー及び科学的リテラシーを育成し、児童・生徒の学

力の向上を図ります。 

 

取組の方向３ 非認知的能力※の向上【新規】             

指標（令和８年度達成目標） 

子どもたちの非認知的能力を高める教員の指導の在り方についての研修の開催 

現状値 目標値 

― 実施 

【取組】 

【３－１】 幼児教育から義務教育にかけての非認知的能力の向上 （指導室）          

幼児教育では、豊かな環境の下で、保育計画に基づいた幼児の主体的な遊びや生活での様々

な体験を通して、非認知的能力を育み、円滑に義務教育へつないでいきます。 

義務教育段階では、幼稚園等での取組を基に、各教科等の学習を通して、学びに向かう力の

涵養や自己有用感の向上、道徳性の育成など、学びの連続性を踏まえて非認知的能力の向上を

図ります。 

 

取組の方向４ ＳＴＥＡＭ教育※の推進【新規】  

指標（令和８年度達成目標） 

プログラミング教育に関する研修の開催 

現状値 目標値 

― 実施 

【取組】 

【４－１】 探究型の学習の推進 （指導室） 

実生活につながる課題の解決等を通じた問題発見・解決能力、言語能力、プログラミング的

思考、情報モラル等の情報活用能力など、学習の基盤となる資質・能力の育成を、教科等横断

的な視点に立ち、カリキュラム・マネジメントを充実させながら進めます。 

 

取組の方向５ 教員の指導改善と資質・能力の向上  

指標（令和８年度達成目標） 

研修後のアンケートによる肯定的な回答の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

８０％ ９０％ 

【取組】 

【５－１】 教員研修の実施 （指導室）               

 教員の育成においては経験年数や職層に応じた研修を充実させるとともに、各学校（園）内

での指導改善及び指導技術等の継承と、教員の育成の更なる充実を図ります。 

 

 

※：Ｐ4 参照 

※：Ｐ14 参照 
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【５－２】 特色ある学校づくり等研究推進事業 （指導室）                         

学力向上や体力向上などの教育課題に対応するためには、各学校（園）で設定した研究テー

マに基づき、組織的に取り組むことが必要です。 

 そのため、各学校（園）における「特色ある学校づくり」等の実践研究を支援し、教員の資

質向上を図ります。 

また、区の教育の充実・発展に資するとともに、保護者や地域住民に対して学校教育への理

解、認識をより深めるため、年度末に研究発表会を実施するなど、研究成果を広く発信しま

す。 

 

取組の方向６ 国際理解教育と英語力向上を図る取組の推進  

指標（令和８年度達成目標） 

英語教育に関する意識調査で「児童・生徒はＮＴ※（ネイティブティーチャー）の授業を楽

しみにしている」と回答した教員の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校９５％、区立中学校８５.７％ 区立小学校９６％、区立中学校９０％ 

【取組】 

【６－１】 中学生海外派遣 （指導室）                        

「国際観光都市すみだ」を目指して、区の関係部局が連携して、英語に重点を置いた取組を

推進します。その取組の一環として、平成２９年度から区立中学校２年生を対象とした海外派

遣を実施し、現地の生徒との交流、ホームステイなどを行うことで、英語によるコミュニケー

ション能力を伸ばし、将来、多様性を尊重し、共生社会の実現や国際社会で活躍できる生徒を

育成します。 

 

【６－２】 英語活動・小学校英語教育の推進 （指導室・すみだ教育研究所）                         

 児童が英語を母語とする人の発音等に触れる機会を日常的に設定し、また異なる習慣や文化

をもった人々と共に生きていくための資質・能力を身に付ける活動を行います。 

 小学校５・６年生では、初歩的な英語における「読む」、「話す」、「聞く」、「書く」の技能の定

着を図るための指導を推進するとともに、小学校３・４年生では、英語に慣れ親しむ活動を充

実させます。 

 そのために、英語教育に関する小学校教員対象の研修会を開催し、研修会に参加した教員は

自校への研修の内容を広めます。 

 また、幼児期から英語に興味をもつことができるように、幼保小中一貫教育推進事業におい

て幼稚園・保育園等を対象とした英語活動を行います。 

 

【６－３】 ＮＴ（ネイティブティーチャー）による効果的な授業の展開 （指導室）                         

ＮＴと接する時間を充実させ、小学校においては、発話したり会話したりする機会を設定す

るとともに、異文化を理解し異なる習慣や文化をもった人々と共に生きていくための資質・能

力を楽しみながら身に付け、中学校においてはスピーキング力を高める教育活動を推進します。 

 

取組の方向７ 更なる学力向上マネジメントの推進【新規】 

指標（令和８年度達成目標） 

学力向上マネジメント推進校の指定校数 

現状値（令和４年度） 目標値 

１３校 ２０校 

 

※：Ｐ14 参照 
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【取組】 

【７－１】 学力向上マネジメントの推進 （すみだ教育研究所） 

校長の学校経営方針に基づいて、学力向上に係る効果的な取組を、個々の教職員の役割を明

確にしながら学校全体で組織的に確実に行うことで、児童・生徒の学力向上を図ります。 

そのために、教育委員会が学力向上マネジメント推進校を指定し、各学校における学力向上 

の組織体制をより強化するための取組を進めます。 

 

取組の方向８ 学習意欲の向上  

指標（令和８年度達成目標） 

墨田区学習状況調査において、「学校で学んだことは将来役立つと思う」と回答した児童・

生徒の割合 

現状値（令和４年度） 目標値 

小学校６年生９２.３％、中学校３年生８６.２％ 小学校６年生９５％、中学校３年生９０％  

【取組】 

【８－１】 学習意欲向上の取組 （指導室・すみだ教育研究所）  

児童・生徒が学校で学習した内容を定着させるためには、家庭学習の機会を確保し、自ら主

体的に学習することが大切です。そのためには、児童・生徒が、夢や希望をもって、目標に向

かって学ぼうとする意識付けが必要であり、そのことが学習意欲の向上につながります。そこ

で、東京未来大学との共同研究で得た測定尺度に基づいたデータの分析、活用を図ることで、

児童・生徒の学習に対するモチベーションを更に高めていきます。 

また、タブレット端末と紙を有効に活用し基礎学力の定着を目指していきます。 
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取組の方向１ 自己有用感及び自己肯定感の醸成【新規】  

指標（令和８年度達成目標） 

墨田区学習状況調査において「自分のことを必要としてくれる人がいる」と回答した中学校

３年生の割合 

現状値（令和４年度） 目標値 

７９．４％ ８０％ 

【取組】 

【１－１】 自己有用感及び自己肯定感の醸成 （指導室）                       

各教科等の指導にあたって授業づくりを行う際は、自己の成長を振り返るなどの学習内容を

適切に位置付けるとともに、友達と関わりながら主体的に学ぶ学習形態を工夫するなどの指導

方法を工夫して取り組みます。 

授業の中での話合い活動やジグソー学習の手法を生かした活動等を通じて、児童・生徒に

「わかった」、「できた」と実感させるとともに、教員や友達に「認めてもらった」等、互いに

関わり合いながら学ぶことのよさを感じられるようにします。 

さらに、児童・生徒のレジリエンス（落ち込みから立ち直る心の弾力性）を養う考え方を踏

まえ、自分の気持ちと向き合う力や前向きに考える力を高め、不登校等の未然防止につなげま

す。 

 

取組の方向２ 人権教育及び道徳教育の推進  

指標（令和８年度達成目標） 

人権教育推進連絡協議会参加者のアンケートで「各学校等における人権教育推進上の課題や

解決の方策等について考える上で、役立つ内容であった」と回答した割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

９０％ ９２％ 

【取組】 

【２－１】 人権教育の推進 （指導室）              

区立学校（園）が、地域の状況や子どもたちの実態に応じた人権教育を推進するため、人権

教育推進委員会を中心に人権教育推進上の課題解決に向けた認識を共有します。また、区立学

校（園）の人権教育担当教員による人権教育推進連絡協議会では、人権教育に関わる講演会等

を実施し、所属校の校内研修等で報告することにより人権教育を推進します。あわせて、東京

都人権尊重教育推進校の研究実践を広く発表し、成果等の普及・啓発を図ります。 

 

【２－２】 道徳教育の推進 （指導室）            

区立学校（園）が、全教育活動において道徳教育を実施するとともに、思いやりの心や公共

心等を育むために授業の質を向上させます。また、「考え、議論する道徳」の授業となるよう

各学校で道徳教育の充実を図っていくとともに、道徳授業地区公開講座において道徳の授業を

地域・保護者に公開します。 

 

取組の方向３ いじめ防止対策の強化  

指標（令和８年度達成目標） 

区立小学校・区立中学校のいじめ認知件数に対し、解消した割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

４３．６％ ７０％ 

目標２ 豊かな人間性の育成 
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【取組】 

【３－１】 いじめ問題への対応 （指導室） 

  各学校が定めた「墨田区立学校いじめ防止対策基本方針」に基づき、いじめ防止授業地域公

開講座や学校生活アンケートの実施、学校いじめ対策委員会を設置するとともに、心の教育の

一層の充実を図りながら、本区で導入している「ＳＮＳ相談窓口」や「ＷＥＢ健康観察システ

ム」を活用し、いじめの未然防止、早期発見・早期対応に努めます。 

また、毎年実施している「墨田区学習状況調査」により子どもの学習・生活状況や学校適応

の状況等を把握し、配慮を要する子どもの情報を組織的な対応に生かします。 

 

取組の方向４ 情報モラル教育の充実【新規】 

指標（令和８年度達成目標） 

「情報モラル指導モデルカリキュラム」を活用した指導を年３回実施した校数 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校２５校、区立中学校１０校 区立小学校２５校、区立中学校１０校 

【取組】 

【４－１】 情報モラル指導モデルカリキュラムを活用した指導 （指導室） 

近年、インターネット上のトラブルが増加傾向にあるため、情報モラル教育を充実させてい

く必要があります。文部科学省「情報モラル教育の充実」等の資料を基に作成した資料「情報

モラル指導モデルカリキュラム」を活用した指導を教育課程に位置付け、ＩＣＴ機器を活用し

た教育活動と併せて全小・中学校で年間３回実施します。 

 

取組の方向５ ＳＤＧｓの取組の推進【新規】  

指標（令和８年度達成目標） 

ＳＤＧｓと教科の学習内容を関連させた指導力向上のための研修の開催 

現状値 目標値 

― 実施 

【取組】 

【５－１】 ＳＤＧｓと教科の学習内容を関連させた指導力向上のための研修の実施（指導室） 

 ＳＤＧｓは経済・社会・環境をめぐる幅広い課題に統合的に取り組むための目標であり、

様々な教科に関連します。その教科の学習内容がＳＤＧｓの目標達成にどのように関連してい

るかを、授業の中で意図的・計画的に児童・生徒に示していく必要があります。このため、区

長部局と連携して作成したＳＤＧｓと教科の学習内容を関連させた資料の活用と研修を実施

し、教員の指導力の向上を図ります。 

 

取組の方向６ 図書館と連携した教育活動の充実         

指標（令和８年度達成目標）  

調べる学習コンクール作品数 

現状値（令和３年度） 目標値 

４,７３３点 ６,０００点 

【取組】 

【６－１】 学校図書館の充実、学校と図書館の連携強化 （指導室・ひきふね図書館）               

学校図書館等の整備を進めるとともに、学校図書館の授業活用が積極的に図られるよう学校

司書を配置し、調べ学習や選書の支援を行います。 

また、学校図書館担当教諭等をはじめ学校と図書館が連携・協力して読書活動を推進してい

くとともに、図書館を使った調べる学習コンクールの充実を図ります。 
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取組の方向１ 体力向上への取組  

指標（令和８年度達成目標） 

新体力テストの合計点 

現状値（令和３年度） 目標値 

小学校５年生 男子５４.７点 女子５７.６点  

中学校２年生 男子４２.５点 女子４８.４点 

小学校５年生 男子５５.７点 女子５８.６点  

中学校２年生 男子４２.８点 女子４８.７点  

【取組】 

【１－１】 体力向上の推進 （指導室）                     

体力向上プロジェクト委員会が体力テストの結果から区全体の課題を踏まえた体力向上プラ

ンを示します。また、各学校は体力テストを実施し、一人ひとりの体力データを分析します。

その分析結果に基づいて体力向上プランを作成し、児童・生徒の体力向上に資する「一校一取

組」を行います。日常から楽しく体を動かす機会を積極的に取り入れます。 

 
取組の方向２ 食育の推進  

指標（令和８年度達成目標） 

食育推進交付金事業（小・中）実施校数 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校２５校、区立中学校１０校 区立小学校２５校、区立中学校１０校 

【取組】 

【２－１】 食育推進事業 （学務課・指導室）  

食育推進交付金を活用し、学校給食の中で、日本や世界各国の食文化等の理解促進を図りま

す。また、作法習得に取り組みながら、食事面から児童・生徒の健康保持・体力向上及び健全育

成に寄与します。 

 

取組の方向３ 部活動における外部人材の活用及び地域移行【新規】 

指標（令和８年度達成目標） 

部活動指導員の活用による教員の休日部活動への従事時間 

現状値（令和３年度） 目標値 

週当たり３時間 週当たり０時間 

【取組】 

【３－１】 部活動の充実 （指導室） 

 部活動については、生徒のスポーツや文化に親しむ機会を確保するとともに、自主的・自発

的な参加による活動を通じて責任感・連帯感の涵養、自主性の育成及び自己肯定感の向上を目

指します。 

  また、生涯にわたり生徒がスポーツや文化活動に継続して親しむことができる機会を確保す

ること、学校の働き方改革の推進を目的に、持続可能な部活動環境の構築をしていくために、

部活動の地域移行を検討します。 

 

 

目標３ 体力の向上と健康の増進 
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取組の方向４ ヘルスリテラシー※の涵養【新規】  

指標（令和８年度達成目標） 

がん経験者、医師等、外部講師の活用による授業の実施 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校２５校、区立中学校１０校 区立小学校２５校、区立中学校１０校 

【取組】 

【４－１】 がん教育の推進 （指導室） 

  小学校６年生、中学校２年生を対象に健康教育の一環として、外部講師を活用してがんの仕

組みやがん予防に関する正しい知識を学ぶ「がん教育」を推進します。 

 

【４－２】 健康診断の実施 （学務課）                          

  幼児・児童・生徒の疾病等を早期発見し、健康の保持・増進を目指すために健康状態を評価

します。歯科検診については法定の実施以外に、区独自の秋季歯科検診を実施します。 

  また、小学校への就学予定者に対して、健康診断を行い、就学予定者の健康状態を把握しま

す。保健上必要な助言や適正な就学についての指導等を行い、健全な心身の育成に寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※：Ｐ14 参照 
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取組の方向１ 教育ＤＸ※の推進【新規】   

指標（令和８年度達成目標） 

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文部科学省）」で「児童・生徒のＩＣ

Ｔ活用を指導する能力」について「できる」「ややできる」と回答した教員の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

８４.７％ ８５％ 

 

「学校における教育の情報化の実態等に関する調査（文部科学省）」で「教材研究・指導の

準備・評価・校務などにＩＣＴを活用する能力」について「できる」「ややできる」と回答し

た教員の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

９１.５％ ９２％ 

【取組】 

【１－１】 ＩＣＴを活用した教育 （庶務課・指導室・すみだ教育研究所）                        

ＩＣＴを活用し、子どもたち一人ひとりに個別最適化され、創造性を育む教育を行います。 

児童・生徒に一人１台整備されたタブレット端末を効果的に活用し、授業改善を図るととも

に、子どもたちがタブレットを学びのパートナーとして、自ら興味・関心を高め、楽しく学ぶ

ための環境づくりと働きかけを行います。 

  「すみだＧＩＧＡスクール構想授業改善ロードマップ」に基づき、児童・生徒の一人１台の

タブレット端末を中心としたＩＣＴ機器を効果的に活用した教育活動を推進していきます。そ

のために必要な教員の指導力向上を目的とした研修の充実を図ります。 

 

【１－２】 校務改善（働き方改革） （庶務課）                       

校務支援システムや欠席連絡システム、ファイル共有クラウド等、ＩＣＴへの置き換えによ

る校務の効率化を図るだけでなく、ＩＣＴを効果的に活用し、業務のあり方やフローを抜本的

に見直すことで、業務の質的向上も図る働き方改革を推進します。 

 

【１－３】 学校ＩＣＴ化推進 （庶務課・指導室）                      

児童・生徒や教員がいつでもどこでもＩＣＴを効果的に活用できるようにするため、計画的

な機器更新やネットワーク環境の充実等、ハード面における環境整備を行います。また、教員

や児童・生徒のスキル向上や授業改善にあわせて、デジタル教科書や授業支援アプリ等のソフ

ト面における環境充実も図っていきます。 

さらには、教員の働き方改革推進のため、業務の実態に即したＩＣＴ機器・システムのカス

タマイズやシステム間の連携等を進めます。 

 

取組の方向２ 不登校対策の充実 

指標（令和８年度達成目標） 

不登校児童・生徒のうち継続的に登校できるようになった児童・生徒の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校２６.２％ 区立中学校２４.０％ 区立小学校４０％ 区立中学校３５％ 

【取組】 

【２－１】 中学校校内適応指導教室（校内スモールステップルーム）における支援 （指導室）     

目標４ 教育環境の整備と機能強化 

※：Ｐ14 参照 
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不登校生徒の在籍校に校内適応指導教室（校内スモールステップルーム）を整備し、様々な

事情から教室に入ることができない生徒や、長期化した不登校からの段階的な復帰を目指す生

徒を対象に、学校の教員と支援員が連携しながら個別学習や相談などの支援を行います。 

 

【２－２】 自立支援教室（サポート学級）・適応指導教室（ステップ学級）における支援 （指

導室）  

学校外の不登校支援機関として不登校児童・生徒の個別学習や集団への適応を目指したグル

ープ活動などを実施し、学校への復帰を目指して支援を行います。 

 

【２－３】 スクールソーシャルワーカーによる家庭への支援 （指導室）  

様々な課題を抱えた家庭を支援するために、スクールソーシャルワーカーを派遣し家庭訪問

や電話相談などを実施し、家庭の状況や児童・生徒本人の特性などに応じた適切な支援機関を

紹介します。 

 

【２－４】 「ＷＥＢ健康観察システム」の活用 （指導室） 

  児童・生徒の日々の心と体の状態を把握することで、児童・生徒の些細な変化に気付き、問

題の早期発見につなげるとともに、登校を渋るなどの不登校の予兆と思われる段階での早期対

応を図ります。 

 

取組の方向３ 特別支援教育の充実            

指標（令和８年度達成目標） 

特別支援教育研修会で「今後の指導に役立つ内容であった」と回答した参加教員の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

９７％ ９８％ 

【取組】 

【３－１】 音声教材等のＩＣＴ機器 （指導室）                          

「障害のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に関する法律」等を踏 

まえ、発達障害や視覚障害等のある児童・生徒が十分な教育を受けられる環境を整備します。 

 

【３－２】 特別支援教育の推進 （学務課・指導室）                        

特別支援学級（固定・通常）及び特別支援教室の教員に対する研修を充実させ、専門性を高

めるほか、特別支援コーディネーターや通常の学級の教員に向けた研修（ＭＩＭ研修等※）も実

施し、特別支援教育についての理解を深めます。さらに各年次研修や職層研修においても特別

支援教育に関する研修を充実します。 

また、医療的ケアが必要な子どもを含め、特別な支援が必要な児童・生徒がそれぞれの特性

に合った支援を受けられるように支援内容を提案するなど、保護者の理解促進及び合意形成を

図るとともに、子どもに必要な学習環境の整備を進めます。 

※ＭＩＭ（Multilayer Instruction Model）読みにつまずきのある子どもへの具体的な指導モデル（多層指導モデル） 



25 
 

取組の方向４ 帰国・外国人児童・生徒への対応  

指標（令和８年度達成目標） 

外国人児童・生徒指導研修会で「今後に役立つ内容であった」と回答した参加教員の割合 

現状値（令和元年度） 目標値 

８１％ ８５％ 

【取組】 

【４－１】 帰国・外国人児童・生徒への対応 （指導室）                  

外国籍の児童・生徒や外国語を母語とする児童・生徒の増加に伴い、日本語初期指導（生活

言語）や学習に必要な言語（学習言語）に対する支援が不可欠となっています。その対応とし

て日本語通級指導教室やすみだ国際学習センターを設置しています。日本語通級指導教室に通

級できない児童・生徒については通訳を派遣し、支援を行います。教員向けの外国人児童・生

徒指導研修会を行い、児童・生徒への理解を深めるとともに、指導法について学び、適切な指

導につなげます。 

 

取組の方向５ 教育に関する相談・支援  

指標（令和８年度達成目標）  

教育相談の終結割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

４０．３％ ５３％ 

【取組】 

【５－１】 スクールサポートセンター （指導室）                          

スクールサポートセンターでは、不登校状態にある児童・生徒に対する相談や生活指導・進

路指導上の問題に関する電話相談や面接相談を行います。相談にあたっては学校や家庭、関係

諸機関と連携するとともに、自立支援教室「サポート学級」や適応指導教室「ステップ学級」へ

の入級相談、幼児、低学年児童の子育て相談、区立幼稚園での「子育て出前相談」も行います。

また、いじめに関しては、２４時間、電話での相談に応じます。 

 

【５－２】 スクールカウンセラーの配置による教育相談体制の強化 （指導室）  

各小・中学校に心理の専門職であるスクールカウンセラーを配置し、児童・生徒やその保護

者、担当する教職員等の相談に応じる体制を構築し、いじめ・不登校の未然防止や兆候がある

児童・生徒への早期対応につなげます。 

 

【５－３】 ＷＥＢ健康観察システムによる相談体制の充実 （指導室）     

各小・中学校で活用されているＷＥＢ健康観察システムの機能の一つであるデジタル目安箱

に寄せられる相談への対応体制を構築し、いじめ・不登校の早期対応・早期解決につなげます。 

 

【５－４】 教育相談の推進 （すみだ教育研究所）  

子ども及び保護者等を対象に専門の教育相談員が、子どもの発達や心の悩み、教育上の問題
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などについての相談に応じます。また、相談室への来室が困難な保護者や子どもについては、

電話での相談に応じます。 

近年、不登校や発達に関すること、対人関係、学業、情緒不安定等の要因が複雑化した相談

が増えています。そのため、よりきめ細かい対応が必要になっていることから、相談の内容に

応じて、学校（園）や関係機関等との連携を図ります。 

 

取組の方向６ 墨田区教育センターの整備 

指標 

墨田区教育センターの整備 

現状値 目標値 

― 令和６年度中に開設 

【取組】 

【６－１】 墨田区教育センターの整備 （庶務課・学務課・指導室・すみだ教育研究所） 

新たな機能を備えた研修室を設置し教員の資質・能力の向上を図るほか、教育に関する様々

な相談への対応を一元化し、保健所・子育て支援総合センターとの連携を強化し、必要な支援

につながる体制を構築します。 

  また、不登校児童・生徒への支援のマネジメントを強化し、児童・生徒の状況に合わせた適

切な指導をさらに充実するため、「墨田区教育センター」を令和６年度中に開設します。 

 

取組の方向７ 民間等と連携した教育活動の充実 

指標（令和８年度達成目標） 

全国学力・学習状況調査において「家で自分で計画を立てて勉強をしている（学校の授業の

予習や復習を含む）」と回答した小学校６年生及び中学校３年生の割合 

現状値（令和４年度） 目標値 

小学校６年生６４．７％、中学校３年生５８．０％ 小学校６年生６５％、中学校３年生６０％ 

【取組】 

【７－１】 民間等と連携した教育活動の実施 （すみだ教育研究所） 

  民間等と連携した教育活動を実施することで、児童・生徒の学習意欲の喚起、学習習慣の確

立、基礎学力の定着と向上を図ります。 

 

取組の方向８ 安全・安心な学校施設の整備 

指標（令和８年度達成目標） 

計画に基づく学校施設の改築（増築） 

現状値 目標値 

― 二葉小学校体育館棟の竣工 

【取組】 

【８－１】 学校施設維持管理事業 （庶務課）                     

子どもたちが安心して学べる良好な教育環境づくりを進めるため、「公共施設（建物）長期修

繕計画」及び「墨田区学校施設長寿命化計画」に基づく学校施設の予防保全や計画的な学校の
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改築などを実施します。 

 

【８－２】 学校施設への環境配慮型設備等の導入 （庶務課）                   

学校施設の大規模改修に併せて、太陽光発電、屋上緑化などの環境配慮型設備等の導入を進

め、子どもたちが環境について学べる教育環境づくりを推進します。 
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取組の方向１ 地域資源を活用した教育の推進 

指標（令和８年度達成目標） 

区立小・中学校における出前授業の実施回数 

現状値（令和３年度） 目標値 

１８９回 ３５０回 

【取組】 

【１－１】 防災教育の推進 （指導室）                          

東日本大震災などの教訓を踏まえ、いざというときにどのように行動するか、児童・生徒が

主体的に考え、行動することができる防災教育を推進します。また、通常の避難訓練において

も地域の防災組織等と連携した体験的な訓練を防災計画に位置付け、子どもの災害対応能力を

高めるとともに、各学校の策定する防災計画をもとに役割分担や行動を明確化し、学校の危機

管理能力を高めます。 

 

【１－２】 地域人材の活用 （すみだ教育研究所） 

  教員を目指す大学生や教育支援活動への参加を希望する区民等を、すみだスクールサポート

ティーチャーとして登録し、各学校へ派遣します。すみだスクールサポートティーチャーは、

授業等における学習支援や放課後補習などのボランティア活動を行い、児童・生徒の学力向上

を支援します。 

 

【１－３】 学校支援ネットワーク事業の推進 （地域教育支援課） 

子どもたちの「生きる力」を育むため、地域企業・団体等から多様な知識・技術等を学ぶ「出

前授業」を実施します。小・中学校のニーズに応えられるよう学習指導要領に対応した多種多

様なメニューを提供し、学校を支援します。 

 

【１－４】 放課後子ども教室事業の推進 （地域教育支援課）                  

「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、区立小学校の施設等を利用して放課後の子ども

たちの安全・安心な居場所を確保するとともに、地域住民等の参画を得て学習や体験・交流活

動等を行う放課後子ども教室の計画的整備を進めます。 

 

【１－５】 リーダーの育成 （地域教育支援課） 

墨田区少年団体連合会や青少年委員協議会と連携し、子どもたちにグループ活動を体験する

機会を提供するとともに、行事の企画・運営等の知識、レクリエーション指導の技術等を習得

する研修会を実施し、子どもたちの自主性・協調性・責任感等を養い、地域の子ども会等で活

躍するリーダーを育成します。 

 

目標５ 学校（園）・家庭・地域の相互連携と協働 
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取組の方向２ 援助や配慮を必要とする家庭への支援に関する連携【新規】 

指標（令和８年度達成目標） 

不登校児童・生徒のうち、学校内外の指導・相談を全く受けていない児童・生徒の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校１１.５％、区立中学校２９.３％ 区立小学校１０％、区立中学校２０％ 

【取組】  

【２－１】 スクールソーシャルワーカーによる家庭の支援 （指導室） 

 様々な課題を抱えた家庭を支援するために、スクールソーシャルワーカーを派遣し家庭訪問

や電話相談などを実施し、家庭の状況や児童・生徒本人の特性などに応じた適切な支援機関を

紹介します。 

 

【２－２】 児童・生徒・保護者に寄り添った支援の連携 （学務課・指導室・すみだ教育研究所） 

  様々な相談内容により、必要な支援に速やかにつながるよう、福祉部門等の関連機関との連

携を強化します。 

 

取組の方向３ 家庭の教育力向上への取組の推進  

指標（令和８年度達成目標） 

家庭教育に関する講座等の参加者数 

現状値（令和３年度） 目標値 

５９６人 １,４００人 

【取組】 

【３－１】 家庭と地域の教育力の充実 （地域教育支援課） 

子育てに関する意識の向上を図り、心身ともに健やかな子どもの育成を促すため、幼稚園・

保育園等と連携し保護者等が家庭教育に関して学ぶ講座・講演会を実施するとともに、社会教

育関係団体等が自主的に行う同活動を支援します。 

 

【３－２】 ＰＴＡの活動支援 （地域教育支援課）                          

子どもたちの教育環境の向上を図れるよう、区立小学校ＰＴＡ協議会及び区立中学校ＰＴＡ 

連合会が、それぞれにおいて年に１回開催する連合ＰＴＡ研修大会等の活動を支援します。 

 

取組の方向４ 幼保小中一貫教育の推進 

指標（令和８年度達成目標） 

ブロック内で協議会や交流会を開催した回数 

現状値（令和３年度） 目標値 

２回 ４回 

【取組】 

【４－１】 幼保小中一貫教育の推進 （すみだ教育研究所） 

  「墨田区幼保小中一貫教育推進計画」に基づき、幼稚園・保育園等から小学校への就学時及  

び小学校から中学校への進学時の円滑な接続を図るとともに、幼児期から義務教育終了までの
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１１年間を通した連続性のある教育を推進します。 

  「小学校すたーとブック」「中学校入学プレブック」を効果的に発行し、家庭の協力を得て、

就学・進学への意欲を高めていきます。     

また、区立中学校のブロックごとの交流や意見交換を通して、幼保小中の異校種間の円滑な   

連携を図りながら、教科連携の充実等を図ります。 

 

【４－２】 幼児教育の理解促進 （指導室）                       
幼児・児童・生徒への連続した指導や支援を効果的に行っていくため、全てのブロックにお

いて小学校、中学校を対象にした区立幼稚園の公開保育を行います。全ての小・中学校の教員

が保育参観することを推進します。 

 
取組の方向５ 「地域とともにある学校」の運営 

指標（令和８年度達成目標） 

学校運営連絡協議会委員における「学校関係者評価」におけるＡ評価の割合 

現状値（令和３年度） 目標値 

５７．６％ ６０％ 

【取組】 

【５－１】 学校運営連絡協議会と国型コミュニティー・スクール導入への検討 （指導室）         

学校（園）の教育活動を保護者や地域に公開し、開かれた学校づくりを推進するとともに、

課題解決に向けて学校（園）・家庭・地域が果たすべき役割について協議し、地域社会全体で学

校（園）を支援する学校運営連絡協議会を区立学校（園）で実施していきます。さらに、学校

（園）と地域の「協働」について検討します。 

今後、国型コミュニティー・スクール導入に向けた委員会を立ち上げて検討します。 

 

【５－２】 学校（園）における第三者評価の実施 （指導室）          

学校（園）が保護者や地域に対し、学校経営方針、教育の重点目標や取組、特色ある教育活動

等、その達成状況についての説明責任を果たすことで、ともに学校をつくっていくという協力

体制が生まれます。校長及び園長は、学校経営計画を策定し、学校運営を行うとともに自己評

価、学校関係者評価を実施し、教育活動の見直しを行い、改善を図っていきます。加えて、外部

の学識経験者等による第三者評価を実施し、その内容を改善に生かすことで学校（園）経営の

充実を図ります。 

 

取組の方向６ 郷土文化を守り育てる教育の充実    

指標（令和８年度達成目標） 

すみだ郷土文化資料館と学校連携事業を実施している学校数 

現状値（令和３年度） 目標値 

区立小学校１１校 区立小学校２５校 

【取組】 

【６－１】 すみだ郷土文化資料館等を活用した教育 （指導室・地域教育支援課）    

すみだ郷土文化資料館では、館の展示解説、昔の暮らし体験のほか、昔の生活道具の貸出品
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目の拡充、ＩＣＴ機器や電子媒体を活用した学習など学校連携事業の更なる推進を図ります。 

 

【６－２】 図書館による郷土の歴史・文化についての情報発信 （ひきふね図書館） 

図書館・コミュニティ会館図書室では、すみだゆかりの人物や郷土を紹介するコーナーを設

置するほか、図書館ホームページや展示を通して、墨田区に関する歴史や文化を情報発信し、

郷土への関心を高めます。 

 

【６－３】 すみだ北斎美術館等を活用した教育 （指導室） 

  墨田区にゆかりの深い人物である「葛飾北斎」についての副教材を作成し、北斎の作品や生

き方を学ぶことを通じて、墨田区に対する理解と郷土愛を深めます。 

また、小・中学校における北斎の学習内容にあわせて、社会科見学や出前授業等を実施しま

す。 
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資料編 

１ 保護者アンケート集計結果                               

  ２ 教育委員会の点検・評価結果報告書（令和３年度対象）（抜粋）                             

３ すみだ教育指針（墨田区教育振興基本計画）策定検討会委員名簿          
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保護者アンケート集計結果 
 

１ 調査概要 

(1) 調査対象 

区立小学校４年生（1,692 名）及び中学校１年生（1,335 名）の保護者 

(2) 調査方法 

原則としてインターネットを活用したアンケート 

(3) 調査期間 

令和４年 5 月 24 日（火）～6 月 28 日（火） 

(4) 質問項目 

    「すみだ教育指針」策定に関する保護者アンケート（質問項目）のとおり 

(5) 回答者数（回答率） 

2,361 件（78.0％） 

小学校４年生の保護者 1,132 件 

中学校１年生の保護者 1,062 件 

小学校４年生及び中学校１年生の保護者 167 件 

 

２ 調査結果の見方 

〇  調査結果の数値は、有効回答者に対する回答の割合（％）で示しています。 

〇  小学校４年生と中学校 1 年生両方にお子さんがいる保護者（167 件）については、集計上、

小学校、中学校ともに集計対象としています。 

〇  複数回答の設問の場合には、回答率の合計が 100％を超えています。 

 

３ 調査結果 

    「調査結果」のとおり （Ｐ３４～３７） 
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調査結果 
【質問１】お子さんは、何年生ですか。 
【質問２】兄弟姉妹がいらっしゃる場合は、その学年等を選択してください。 

小学校 4 年生の兄弟姉妹で一番多かったのは、「小学校入学前」の幼児、次に「小学校１年
生」、「中学校１年生」という結果でした。中学校１年生で一番多かったのは「高校生以上」で、「小
学校４年生」、「小学校５年生」と続いています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【質問３】家庭教育で特に大切にしているのはどのようなことですか（概ね３つまで）。 

小学校４年生、中学校 1 年生の保護者ともに、１番目は「やさしくおもいやりのある心」、２番目
は「心身の健康・体力」、３番目は「基本的な生活習慣」と回答しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

選択肢 小学校４年生 中学校１年生 
小学校４年生 1,132 167 
中学校１年生 167 1,062 

小学校入学前 253 89 
小学校１年生 185 58 
小学校２年生 147 84 
小学校３年生 31 105 
小学校５年生 20 153 
小学校６年生 125 26 
中学校２年生 95 30 
中学校３年生 68 152 
高校生以上 131 376 
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【質問４】学校で子どもたちに特に身につけて欲しいことはどのようなことですか（概ね３つまで）。 
小学校４年生、中学校１年生の保護者ともに、「他者とのコミュニケーション能力」、２番目に「基

礎的な学力」となっていますが、3 番目は、小学校４年生では「やさしくおもいやりのある心」、中学校
１年生では「学習への意欲」となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【質問５】学校で特に力を入れて欲しいことはどのようなことですか（概ね３つまで）。 
小学校４年生と中学校１年生の保護者ともに「心を育てる教育」、「個性や可能性をのばす教

育」、「基礎的な学力を身につける教育」が上位になりましたが、小学校、中学校で順位が異なる結
果となりました。次いで「読解力・問題解決能力を高める教育」が高い結果となっています。 
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【質問６】教育委員会が特に力を入れて取り組んでほしいのはどのようなことですか（概ね３つまで）。 
小学校４年生、中学校１年生の保護者ともに、１番目は「学習意欲を向上させる取組」、２番

目は「教員の資質向上（教員向け研修の充実等）」、３番目は「いじめに関する対策」となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【質問７】お子さんは学習塾・習い事に通う等していますか（あてはまるものすべて）。 
小学校４年生では、「スポーツに関する習い事」、「芸術・文化に関する習い事」、「学習塾（主に

補習を目的としたもの）」が上位となりました。中学校１年生では「スポーツに関する習い事」、「学習
塾（主に補習を目的としたもの）」が上位となりました。 
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【質問８】東京オリンピック・パラリンピック大会後のレガシーを見据えた取組として期待することはなん
ですか（概ね３つまで）。 

小学校４年生、中学校１年生の保護者ともに「世界の人々、暮らし、言語等への関心・国際理
解」、「人権、多様性の尊重」、「スポーツへの興味関心」が上位となりました。 

 
 

【質問９】タブレット端末を使った学習について、感じることはどんなことですか（概ね３つまで）。 
小学校４年生、中学校１年生の保護者ともに、1 番目は「知識への広がりに期待できる」、２番

目は「目や姿勢などの身体への影響が気になる」、３番目は「学習意欲の向上が期待できる」となり
ました。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 小学校 4 年生 中学校１年生 
・ スポーツへの興味関心 649 551 
・ 障害者理解への広がり 461 421 
・ ボランティア活動への関心 203 245 
・ 世界の人々、暮らし、言語等への関心・国際理解 743 626 
・ 人権、多様性の尊重 660 626 
・ 持続可能な社会の実現に向けた意識の醸成 143 134 
・ 平和への関心 391 427 
・ その他 17 19 
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「すみだ教育指針」策定に関する保護者アンケート（質問項目） 
 

【質問１】お子さんは、何年生ですか。 

□ 小学校４年生    □中学校１年生 

 

【質問２】兄弟姉妹がいらっしゃる場合は、その学年等を選択してください。 

□ 小学校入学前   □ 小学校１年生   □ 小学校２年生   □ 小学校３年生 

□ 小学校５年生   □ 小学校６年生   □ 中学校２年生   □ 中学校３年生  □高校生
以上 

 

【質問３】家庭教育で特に大切にしているのはどのようなことですか（概ね３つまで）。 

□ 学習への意欲   □ 基礎的な学力   □ 学習したことを活用する能力  □ 心身の健
康・体力 

□ 基本的な生活習慣 □ 規則などを守ること □ やさしくおもいやりのある心  

□ 他者とのコミュニケーション能力 □ 自立心  □ 進路や生き方を考える力 □ 危険から身を
守ること 

□  夢や希望を持つこと □その他[                                                 ] 

 

【質問４】学校で子どもたちに特に身につけて欲しいことはどのようなことですか（概ね３つまで）。 

□ 学習への意欲  □ 基礎的な学力  □ 学習したことを活用する能力  □ 心身の健康・体
力 

□ 基本的な生活習慣  □ 規則などを守ること  □ やさしくおもいやりのある心  

□ 他者とのコミュニケーション能力  □ 自立心 □ 進路や生き方を考える力 

□ 危険から身を守ること  □ 夢や希望を持つこと 

□ その他[                                                                     ] 
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【質問５】学校で特に力を入れて欲しいことはどのようなことですか（概ね３つまで）。 

□ 基礎的な学力を身につける教育  □ 発展的な学習により学力を高める教育  

□ 個性や可能性をのばす教育  □ 体力を高める教育  □ 心を育てる教育 

□ 情報通信技術（ＩＣＴ)を活用した教育 □ 読解力・問題解決能力を高める教育 

□ 地域・保護者と連携した教育  □ 進学・進路指導  □ 生活指導  □ 特別支援教育 

□ 安全・防災教育  □ その他[                                                  ] 

 

【質問６】教育委員会が特に力を入れて取り組んでほしいのはどのようなことですか（概ね３つま
で）。 

□ 家庭教育支援（保護者向け講座等）□ 教員の資質向上（教員向け研修の充実等） 

□ 教育相談体制の充実  □ 特別支援教育の充実  □学力向上に関する取組 

□ 学習意欲を向上させる取組  □ 幼稚園・保育園等や小・中学校間の円滑な接続を行うため
の取組 

□ 体力を向上させるための取組  □ 公共図書館の充実（学校との連携） □ 安全・防災教育
の充実 

□ いじめに関する対策  □ 不登校などの対策 □ 郷土の文化・歴史・偉人（葛飾北斎など）
に関する取組 

□ 大学と連携した教育活動 □ 教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 □SDGs の
取組 

□ STEAM 教育の推進  □ 教育に関する情報発信 

□ その他
[                                                                     ] 

 

 

 

 

※用語の説明について 
・教育 DX（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を活用して何をどのように教えるのか、
という観点から教え方、学び方、働き方を改革していくこと。 

・STEAM 教育：サイエンス、テクノロジー、エンジニアリング、アート、マスマティクスといった、様々
な分野において、教科等横断的な探究型の学習活動を通じて問題解決する力を育てる教育のこと。 

※ 

※ 
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【質問７】お子さんは学習塾・習い事に通う等していますか（あてはまるものすべて）。 

□ 学習塾（主に補習を目的としたもの） □ 学習塾（主に受験等を目的としたもの） 

□ 学習に関する通信教育  □スイミングスクールや野球・サッカークラブ等のスポーツに関する習い事 

□ ピアノ・書道・茶道・そろばん等の芸術・文化に関する習い事 

□ 習い事は行っていない 

□ その他
[                                                                     ] 

 

【質問８】東京オリンピック・パラリンピック大会後のレガシーを見据えた取組として期待することはなん
ですか（概ね３つまで）。 

□ スポーツへの興味関心  □ 障害者理解への広がり  □ ボランティア活動への関心 

□ 世界の人々、暮らし、言語等への関心・国際理解  □ 人権・多様性の尊重 

□ 持続可能な社会の実現に向けた意識の醸成  □ 平和への関心 

□その他[                                                                      ] 

 

【質問９】タブレット端末を使った学習について、感じることはどんなことですか（概ね３つまで）。 

□ 学習意欲の向上が期待できる  □ 学力向上に期待できる  □知識への広がりに期待できる 

□ 思考力や表現力の向上に期待できる  □ 目や姿勢など身体への影響が気になる 

□ 学力への悪影響を感じる □ 家庭での環境を整えることが難しい 

□ その他
[                                                                     ] 

 

【質問１０】その他、教育に関するご意見を自由にご記入ください（任意記入）。 
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教育委員会の点検・評価結果報告書 （令和３年度対象）（抜粋） 

 教育委員会では、「すみだ教育指針」に掲げた施策について、毎年、前年度の実施状

況の点検・評価を行い、その成果や課題と今後の施策展開の方向性を明らかにするた

め、「教育委員会の点検・評価結果報告書」をまとめています。点検・評価にあたって

は、教育に関し学識経験を有する者で構成する「第三者評価委員会」を設け、外部評価

を実施しています。（「教育委員会の点検・評価結果報告書」については区のホームペ

ージに掲載していますので、ご参照ください。） 

 なお、「第三者評価の意見」（４２ページ～４７ページ）は、「すみだ教育指針（平

成２９年度～令和４年度）を踏まえたものであるため、４８ページに「すみだ教育指針

（平成２９年度～令和４年度）の体系図を参考として掲載しています。 
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第三者評価委員の意見 

                           尾木 和英 委員 

 

１ 総評 

〇 所管課からの説明を受けて、教育委員会の施策・事業に関する内部点検・評価結果に基づく２

回の評価委員会が開催された。その結果、教育委員会の活動及び令和３年度の関係事業の実施状

況、成果及び課題が把握できた。また、これに続く質疑、意見の交換等を通じて、適正に評価を行

うことができた。 

〇 今後の施策への反映を意図しながら、各事業担当者が点検評価を行い、事業展開に生かしてい

ることが把握できた。実施に際しては、明確な根拠に基づいて内部点検評価結果資料を作成する

よう努めている。このことによって、実績の把握とともに、今後の課題も明確になっている。 

〇 事業展開に当たっては、墨田区の実態に即して、目標ごとに取組の方向を明確にし、それぞれ

に創意工夫をしている。新型コロナウイルスの影響など、事業展開に伴う難しい問題もある中で、

各所管課がそれぞれに創意を生かし、目標を達成することを目指そうとする積極的な姿勢を把握

することができた。 

 

２ 令和３年度の施策体系に基づく内部評価について 

〇 全般的には、目標１～５の内容に関して着実な取組を進め、成果を上げていることが認められ

た。 

   全事業を通じて言えることであるが、例えば、学力向上に関して、目標達成の状況をきめ細か

く把握し、事業の効果的な展開に生かす、あるいは数値目標の設定を工夫するなどして成果に結

びつけるなどの努力を行っていることは評価したい。 

〇 新型コロナウイルスの影響等の困難は、今後についても起こるものと考えられる。本内部点検

評価の結果を生かすとともに、学校及び関係団体等との連絡・連携、内部での協力体制の強化を

図り、すべての事業に関して一層の充実を図ることが重要である。 

〇 目標１に関しては、「教職員研修事業」と重点審議の内容にもかかわることであるが、「ICT を

活用した事業」の充実が重要であることを指摘したい。今、各学校で進められている、個別最適

な学び、協働的な学びと深くかかわるからである。今後は、各学校でどのような課題を抱いてい

るのかをきめ細かく把握し、実態に基づいて充実を図ることが望まれる。 

〇 目標２に関しては、児童・生徒の心の教育にかかわって、いじめ、不登校に関する課題への対

応に引き続き注目したい。「必要な情報について、小中学校の教員が連携し、引き継ぐ機会を設け

た。」「SNS いじめ相談窓口等の利活用により、早期発見、早期対応を図った。」という記述がある

が、非常に重要な取組である。今後は、小・中学校及び関係機関等との連携をこれまで以上に重

視し、事業展開を進めることが望まれる。 

〇 目標３に関しては, 学校図書館の充実、学校と図書館の連携強化に関する事業が着実に展開さ

れていることを評価したい。この事業は、学習指導要領に基づく新しい学びの推進の上で大きな

意味を有するからである。各学校における、主体的、対話的な学習活動の展開にもかかわって重

要な内容を含んでいるので、現在の成果を生かし更に充実を図ることが大切である。 



43 
 

   「家庭と地域の教育力充実事業」に関して、意義ある事業が展開され、それぞれに難しい問題

がある中で力をつくされていることが把握された。家庭の教育力向上にかかわる側面が大きいだ

けに、今後は更にきめ細かな実態把握に努め、実情に即してそれぞれの趣旨が生かされることを

期待したい。 

〇 目標４に関しては、現在、学校が大きな転換期を迎えているだけに、学校経営改善・強化に結

びつく諸事業の充実を強く望みたい。いま求められている、児童・生徒の主体的、対話的で深い

学びの実現、これに関わる ICT 活用、教師の指導力向上等、学校は非常に多様な、また困難な課

題を抱えるようになっている。それだけに、今後を見据えた効果的な教育活動が行われるよう、

実態に即して充実を図ることが必要である。 

〇 目標５に関しては、ここに位置する各事業が重要な内容であるという確かな認識をもって、墨

田区の特色なども考慮して着実に展開されていることが確認できた。しかし、今後については、

ここに求める要望なども多様なものになるなどのことも考えて、なお一層、状況をきめ細かく捉

えて充実を図ることが期待される。 

 

３ 重点審議対象事業について 

〇 GIGA スクール構想の推進に関して、区内の実情、段階的なステップ、課題把握に基づく事業

展開など、きめ細かい配慮の基に事業展開を行っていることが把握できた。 

〇 全体にわたって、研修体制の構築、推進体制の構築に留意するなど、創意を生かして事業展開

を行っている。先進的な授業開発に力を注いでいる点も評価できる。個別最適な学びと協働的な

学びを一体的に充実させるといった実践については、多くの教師が戸惑いを抱いている。さらに、

これに情報機器をどうかかわらせるかについては先導的な実践に乏しいという実情がある。各学

校との連携体制を整え、タブレット端末の効果的使用や、関連する指導改善が進められることを

期待したい。 

〇 GIGAスクール構想に関しては、これを効果的に進めるのには難しい側面も見られる。また、

情報モラル教育の進め方やセキュリティの保守運用など、様々な課題もある。各学校の実施状況

の把握に努め、更なる成果が得られるよう、今後に期待したい。 
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佐藤 晴雄 委員 

 

１ 総評 

  コロナ禍にあっても「学び」を止めない方針と工夫が十分に読み取れる。特に、遠隔型の事業や

ICT の活用は、新型コロナウィルス感染症の収束後にも活用できるよう、そのノウハウを継続させ

ることが大切になる。 

また、コロナ禍で一時的に取り止めになった事業や縮小した事業は、収束後にはぜひ復活して継

続して欲しい。さらに、事業の取り止めや縮小に伴い、児童・生徒や区民の「学び」の意欲が低減し

た場合には、様々な支援や環境整備によって、その意欲を高めることが課題になる。 

  なかでも、ICT に関する取組は様々な観点から進められ、前年度よりも更に前進している点は高く

評価できる。コロナ禍という負の条件が、特に ICT 活用の工夫を生み出した様子が認められるので

ある。 

 

２ 令和３年度の施策体系に基づく内部評価について 

1．目標 1について 

学力向上「すみだプラン」推進事業については、学力の定着が見られたようで、また学校の実態

からは学力低層もタブレット端末を便利なモノとして捉え、これが学習意欲の向上に繋がったとさ

れる。また、小学校低学年では、タブレットだと学習課題に入りやすく、教師と児童とのアイデア

のやり取りがスムーズになっているようである。こうしたタブレットの活用や、授業改善推進事業

も学力の定着を促していると考えられる。 

2．目標 2について 

人権教育については、そもそも子どもの差別意識は保護者等の影響が少なくないと考えられるた

め、保護者対象の研修会・講演などの啓発事業の推進と充実が不可欠になる。そのような啓発事業

を、地域教育支援課との連携によって更に充実させることが課題になる。 

  体力向上に関しては、体力向上の数値上昇を目指すだけでなく、その向上によってどのような教

育的意味が得られるかを明確にする必要がある。なお、走力等が前年度を下回ったとされるが、「点

検・評価結果」の指摘にあるように、コロナ禍の影響によるものだと考えられるため、さほど問題

視する必要はないであろう。コロナ禍以前の取組を継続させればよいと思われる。 

3．目標 3について 

放課後子ども教室と放課後チャレンジ教室は、それぞれの運営・指導形態等が異なるものの、一

定の成果を上げてはいるが、今後は、放課後子ども教室等との連携を図ることが必要だと考えられ

る。 

  リーダー育成事業は中止になった事業もあったが、今後も事業を継続させ、子ども会等のリーダ

ーにとどめず、明日を担う地域人材へと発展させるような方向で充実させて欲しい。 

4．目標 4について 

コミュニティ・スクールの導入が計画されているところであるが、学校の働き方改革、学校改善、

学校評価、地域学校協働活動、地域活性化、家庭教育支援など、幅広い観点から検討し、それぞれの

取組を、学校運営協議会を軸に展開・集約できるような仕組みづくりを求めたい。そうした展開や
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集約化によって、むしろ学校業務がスリム化するという例もある。 

5．目標 5について 

図書館による郷土の歴史・文化に関する情報発信は、展示の実施がその内容と共に実施回数の点

においても評価できる。ただし、今後は展示等の見学者数などについても可能な限り把握するよう

求めたい。学校との連携を更に工夫しつつ、充実させていって欲しい。 

 

３ 重点審議対象事業について 

GIGA スクール構想に関しては、ロードマップを作成し、ステップを踏まえて徐々にかつ着実に効

果的な具現化を図っていることが見い出される。以下、いくつかの取組について評することとした

い。 

一人１台のタブレット端末により効果的な活用意欲が向上し、また先進的な授業開発を進めたこ

とは高く評価できる。ICT 活用については、とかく形だけの活用にとどまるケースが多く見られる

が、ICT リーダーの研修によって授業開発が徐々に進展した様子が、学校の実態からも見出される。

特に、ICT 活用の約束とルールの徹底、情報モラルの推進という重要課題に確実に取り組み、その成

果を上げていることが読み取れる。 

  また、ICT 活用については、教員間に一般的に温度差が見られる。そこで、巡回支援員による支援

や、活用ノウハウの共有化を進めている点は極めて高く評価できる。 

そして、タブレット端末を用いた学習については、児童・生徒が家庭でも取り組める点に大きな

意義を有するが、本区教育委員会では、ソフトウェア教材の導入や自動採点機能を可能とするなど、

家庭学習を効率的に行える環境整備がなされている。 

今後も、以上のような授業開発や教員研修などの ICT 推進方策の更なる工夫を図ることによって、

コロナ禍収束後にも ICT が効果的に活用されるようになることを期待したい。 
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田口 武司 委員 

 

１ 総評 

墨田区内の児童・生徒の学ぶ力について、全国平均以上の観点数が多くなったことは、学力が定

着していることで大いに評価できます。 

今後Ｄ・Ｅ層や地域間格差の一層の改善が望まれます。 

また、傍聴しやすくなった総合教育会議の開催や、教育委員の学校行事などへの積極的な参加は、

学校やＰＴＡ・地域などにとって、意見交換ができる機会となり、課題の早期解決につながってい

ます。 

このような積極的な教育委員会の姿勢は、学校・家庭・地域の連携へ、大きなバックアップとな

っています。 

 

２ 令和３年度の施策体系に基づく内部評価について 

【目標１】 

〇 授業改善プラン推進事業について、生活保護世帯及び学力低位層に向けての無料の公営塾を開

設していますが、一層の拡充を図っていただきたい。 

〇 幼保小中一貫教育について、ある程度の成果が見られていますが、さらに向上させるために、

小・中相互の授業見学は、一斉ではなく各教員が都合の良い日を選定し、年３回程度の実施と年

１回の全体会を開催することで、教員同士の交流が深まり、顔見知りになります。 

〇 スクールロイヤーについて、この制度自体が様々であることから、学校地区のブロックごとに

弁護士委託契約し、教員が保護者と対応する際には、弁護士が立ち会える墨田区型の制度を設け

た方が、早期解決につながります。 

【目標２】 

〇 食育推進事業について、学校給食室の改修に伴う弁当給食の場合も、なるべく長い期間温かく

美味しい給食を提供するために、改修時期の調整が必要です。 

また、夏休みなど長期休業中の子どもたちは、様々な家庭の事情により食の問題を抱えていま

す。これを家庭の問題とせず、実態調査を行う必要があります。 

さらには、学校栄養教職員の人材を活用し、長期休業中も給食設備の活用が検討課題です。 

〇 いじめ問題への対応については、「ヤングケアラー」の実態があまり把握されていないようで

す。福祉部局と連携し、小・中学生の実態調査が必要です。 

〇 特別な支援を必要とする児童・生徒の通常学級への就学については、特別支援学級・教室の整

備には十分な配慮がなされていますが、「看護や介助する人員の確保」、「学校生活を安全に過ご

すための施設設備の整備」については、時間と予算を要する事項であるため、より早期からの対

応が必要と考えます。 

【目標４】 

〇 学校運営連絡協議会については、学校運営連絡協議会委員から学校評価が難しいとの意見があ

り、評価項目や方法の見直しと、中学校区域内の小・中学校の各学校運営連絡協議会のブロック

内開催などにより、地域内の連携を図ることも必要です。 
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コミュニティ・スクールの早期導入を検討し、現在の学校運営連絡協議会を文部科学省型の「地

域による学校経営への参画」と位置付け、しっかり評価して意見表明できる体制づくりが必要だ

と思います。 

また、学校側の対応の負担を考慮し、委員人選のルールづくりも必要です。 

 

３ 重点審議対象事業について 

〇 推進スケジュール及び内容については無理のないレベルであり、コロナ禍による学級閉鎖時に

おいても、オンラインで授業が受けられ、区の公式ホームページで GIGA スクール構想の説明動

画や授業風景が視聴でき、ロイロノートの説明もあり、保護者としても具体的なコンテンツの活

用を知ることができるなど、よく練られています。 

〇 学校から推進委員を選出した上で取り組む内容を吟味しているようなので、学校現場の意見が

反映されやすいようです。 

〇 改善点については、GIGA スクール構想を更に充実したものにするために保護者の理解が必要で

あり、ホームページなどの視聴回数もあまり高くないので、一層の周知が必要です。 

情報セキュリティやモラルの徹底、端末の軽量化なども今後の課題です。 

また、小学校での進捗状況はおおむね良好ですが、中学校での活用状況がいま一歩に感じます。

小学校で培った能力の一層の反映が必要だと思います。 
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「すみだ教育指針」（平成２９年度～令和４年度）体系図（参考） 

 

目標１ 生きる力の基礎となる確かな学力の定着を目指します 

 

取組の方向１ 確かな学力の定着と向上 

 

 

 

 

主要施策１ 基礎・基本の定着 

主要施策２ 学習意欲の向上 

主要施策３ 発展的学習の展開 

主要施策４ 教員の資質・能力の向上 

主要施策５ ＩＣＴを活用した教育活動の推進 

主要施策６ 幼保小中一貫教育の推進 

取組の方向２ グローバル化を見すえた国際理解教育の推進 

 
主要施策１ 英語力向上を図る取組の推進 

主要施策２ 国際理解教育の推進 

目標２ 一人ひとりの子どもに応じた指導により、豊かな人間性と健やかな体を育てます 

 

取組の方向１ 豊かな人間性と体力向上への取組の推進 

 

主要施策１ 人権教育及び道徳教育の推進 

主要施策２ いじめ・不登校への対策強化 

主要施策３ 体力向上への取組の推進 

主要施策４ 食育の推進 

 

取組の方向２ 個別の課題に応じた適切な指導の推進 

 

主要施策１ 特別支援教育の充実 

主要施策２ 帰国・外国人児童・生徒への対応 

主要施策３ 教育に関する相談・支援 

主要施策４ 総合教育センターの整備 

目標３ 学校（園）・家庭・地域が連携・協働して、子どもたちを育てます 

 

取組の方向１ 地域と連携・協働した取組の推進 

 
主要施策１ 地域の人材を活用した教育の推進 

主要施策２ 安全（防災）教育の推進 

取組の方向２ 他機関との連携による学習指導・学習支援の推進 

 
主要施策１ 民間等と連携した教育活動の充実 

主要施策２ 図書館と連携した教育活動の充実 

取組の方向３ 家庭の教育力向上への取組の推進 

 
主要施策１ 家庭を支援するための取組の推進 

主要施策２ 学校と家庭が連携した教育活動の充実 

目標４ より良い教育活動を推進していくための環境づくりに取り組みます 

 

取組の方向１ 学校経営の強化 

 

主要施策１ 校務改善の推進 

主要施策２ 「地域とともにある学校」の運営 

主要施策３ 学校経営の充実 

 

取組の方向２ 学校施設等環境の充実 

 

主要施策１ 安全・安心な学校施設の整備 

主要施策２ 環境に配慮した学校施設の整備 

主要施策３ 学校ＩＣＴ化における学習環境の充実 

目標５ 文化活動やスポーツ活動に積極的に参加できる環境を整えます 

 

取組の方向１ オリンピック・パラリンピック教育の推進 

 主要施策１ オリンピック・パラリンピックに関連する教育の計画的な展開 

取組の方向２ 郷土の歴史・文化の理解及び普及・啓発活動の充実 

 
主要施策１ 郷土文化に関する教育の充実 

主要施策２ 文化財の調査・保存 
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